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資
料
紹
介
幕
末
期
佐
賀
藩
の
役
料
帳
に
つ
い
て
︱
史
料
翻
刻
﹃
年
役
々
料
書
出
帳
﹄
﹃
役
料
帳
﹄
︱
中
野
正
裕
一
．
は
じ
め
に
幕
末
期
の
佐
賀
藩
士
の
役
職
に
つ
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
﹃
年
役
々
料
書
出
帳
﹄
と
﹃
役
料
帳
﹄
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
︒
二
種
類
の
史
料
は
と
も
に
鍋
島
家
文
庫
︵
鍋
島
報
效
会
所
蔵
佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
︶
の
な
か
に
六
点
伝
来
し
て
い
る
︒
こ
の
六
点
の
史
料
は
形
態
が
冊
子
で
あ
る
︒
状
態
は
い
ず
れ
も
虫
損
が
少
な
く
︑
状
態
が
良
い
こ
と
か
ら
翻
刻
に
適
し
て
い
る
と
考
え
た
︒
な
お
六
つ
の
史
料
概
要
に
つ
い
て
は
︑
史
料
番
号
・
記
載
年
代
・
文
書
名
・
請
求
記
号
・
丁
数
の
一
覧
表
を
左
に
記
し
た
︒
︻
幕
末
佐
賀
藩
の
役
料
書
出
帳
と
役
料
帳
一
覧
︼
史
料
記
載
年
代
文
書
名
請
求
記
号
丁
数
︻
１
︼
安
政
三
年
年
役
々
料
書
出
帳
︵
外
様
︶
鍋
３
３
９
／
１
一
五
︻
２
︼
安
政
四
年
役
料
帳
︵
外
様
︶
鍋
３
３
９
／
２
一
八
︻
３
︼
萬
延
元
年
役
料
帳
御
側
鍋
３
３
９
／
３
一
八
︻
４
︼
文
久
元
年
役
料
帳
御
側
鍋
３
３
９
／
４
一
八
︻
５
︼
文
久
元
年
役
料
帳
外
様
鍋
３
３
９
／
５
二
〇
︻
６
︼
文
久
元
年
年
役
々
料
書
出
帳
︵
外
様
︶
鍋
３
４
１
／
１
４
二
一
史
料
六
点
の
年
代
は
安
政
～
文
久
期
で
あ
り
︑
佐
賀
藩
十
代
藩
主
鍋
島
直
正
の
治
世
か
ら
嫡
男
直
大
の
治
世
に
交
代
す
る
時
期
で
あ
る
︒
史
料
六
点
の
内
︑︻
史
料
１
︼
か
ら
︻
史
料
３
︼
ま
で
は
朱
点
と
貼
紙
は
な
い
︒
し
か
し
︻
史
料
４
︼
と
︻
史
料
５
︼
は
石
高
と
名
前
に
朱
点
が
あ
り
︑
貼
紙
が
多
数
み
ら
れ
る
︒
貼
紙
の
年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
︑
文
久
元
年
九
月
以
降
に
書
き
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒︻
史
料
６
︼
は
差
出
人
と
宛
名
に
は
朱
点
は
な
く
︑
冒
頭
に
朱
の
角
印
が
押
さ
れ
て
い
る
︒
二
．
記
載
内
容
︻
史
料
１
︼︵﹃
安
政
三
年
年
役
々
料
書
出
帳
﹄︶
に
は
︑
役
料
・
役
職
と
担
当
者
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
安
政
三
年
︵
一
八
五
六
︶
十
二
月
に
藩
の
物
成
︵
年
貢
︶
か
ら
役
料
が
渡
さ
れ
る
よ
う
に
高
木
長
左
衛
門
・
鍋
島
隼
人
・
鍋
島
市
佑
の
三
人
か
ら
御
蔵
方
へ
宛
て
て
差
し
出
さ
れ
て
い
る
︒
外
様
︵
藩
政
機
関
・
外
役
︶
ト
ッ
プ
で
あ
る
当
役
︵
請
役
家
老
︶
と
年
行
司
・
御
火
術
方
の
担
当
者
の
官
途
名
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
当
役
は
安
房
が
担
当
し
て
い
る
︒
安
房
と
は
親
類
同
格
家
の
須
古
鍋
島
家
の
当
主
で
直
正
庶
兄
に
あ
た
る
茂
真
で
あ
る
︒
年
行
司
は
播
磨
が
担
当
し
て
い
る
︒
播
磨
と
は
家
老
家
の
太
田
鍋
島
家
の
当
主
で
直
正
庶
弟
に
あ
た
る
茂
快
で
あ
る
︒
幕末期佐賀藩の役料帳について
中 野 正 裕
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御
火
術
方
は
十
二
年
前
の
弘
化
元
年
︵
一
八
四
四
︶
に
創
設
さ
れ
た
役
所
で
︑
嘉
永
七
年
︵
一
八
五
四
︶
か
ら
志
摩
が
担
当
し
て
い
る
︒
志
摩
と
は
家
老
家
の
倉
町
鍋
島
家
の
当
主
敬
哉
の
こ
と
で
あ
る
︒
嘉
永
二
年
︵
一
八
四
九
︶
に
敬
哉
の
養
子
に
な
る
の
が
︑
直
正
末
弟
の
守
五
郎
文
武
で
あ
る
︒
鍋
島
安
房
と
鍋
島
播
磨
は
︑
直
正
と
一
歳
の
年
齢
差
が
あ
る
︒
こ
の
時
期
は
直
正
の
兄
弟
が
藩
政
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
ほ
か
に
直
正
兄
に
は
川
久
保
神
代
家
︵
親
類
家
︶
の
鍋
島
賢
在
︑
餅
木
鍋
島
家
︵
旗
本
︶
鍋
島
直
孝
︑
鹿
島
家
︵
支
藩
︶
鍋
島
直
永
︑
直
正
弟
に
は
神
代
鍋
島
家
︵
家
老
家
︶
の
鍋
島
茂
元
︑
鹿
島
家
︵
支
藩
︶
鍋
島
直
賢
が
い
る
︒
︻
史
料
２
︼︵﹃
安
政
四
年
役
料
帳
﹄︶
に
は
︑
役
所
・
役
料
・
役
職
と
担
当
者
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
安
政
四
年
︵
一
八
五
七
︶
九
月
に
藩
の
物
成
︵
年
貢
︶
か
ら
役
料
が
渡
さ
れ
る
よ
う
に
三
人
か
ら
御
蔵
方
へ
宛
て
て
差
し
出
さ
れ
て
い
る
︒
【史
料
１
︼
の
よ
う
に
請
役
所
の
当
役
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
し
か
し
当
役
の
次
席
に
な
る
相
談
役
に
池
田
半
九
郎
・
田
中
善
右
衛
門
・
伊
東
次
兵
衛
の
名
が
記
さ
れ
︑
さ
ら
に
附
役
・
案
文
方
書
上
方
・
別
段
御
記
録
取
立
役
・
御
仕
組
所
書
写
役
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い
る
︒
各
役
所
の
担
当
者
が
よ
り
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
い
え
る
︒
相
談
役
の
担
当
者
を
同
時
期
の
鍋
島
家
文
庫
﹃
早
引
﹄︵
鍋
３
３
１
／
２
９
︶
か
ら
み
て
い
く
と
︑
池
田
半
九
郎
は
物
成
二
三
〇
石
︵
内
役
米
三
〇
石
︶︑
五
十
四
歳
︑
佐
賀
城
下
八
幡
小
路
︑
鍋
島
左
馬
助
組
に
所
属
し
て
い
る
︒
伊
東
次
兵
衛
は
一
五
〇
石
︵
内
加
米
九
五
石
・
役
米
五
石
︶
五
十
二
歳
︑
半
九
郎
と
同
じ
八
幡
小
路
に
居
住
し
︑
鍋
島
周
防
組
に
所
属
し
て
い
る
︒
蘭
学
寮
︵
嘉
永
四
年
設
置
︶
の
記
載
も
あ
り
︑
教
導
役
に
緒
方
洪
庵
の
入
門
者
で
あ
る
渋
谷
良
次
と
長
崎
で
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
大
庭
雪
斎
︵
景
徳
︶
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
二
五
ヶ
所
あ
る
番
所
詰
の
担
当
者
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
中
で
轟
木
︵
鳥
栖
市
︶
と
神
埼
に
は
上
使
屋
敷
が
置
か
れ
︑
三
重
津
・
今
津
︵
佐
賀
市
︶
と
伊
万
里
楠
久
に
は
船
蔵
番
が
置
か
れ
て
い
る
︒
︻
史
料
３
︼︵﹃
万
延
元
年
役
料
帳
御
側
﹄︶
は
︑
御
側
の
役
所
・
役
料
・
役
職
と
担
当
者
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
万
延
元
年
︵
一
八
六
〇
︶
は
差
出
人
か
ら
鍋
島
市
佑
が
は
ず
れ
て
い
る
︒
御
側
︵
家
政
機
関
・
内
役
︶
ト
ッ
プ
の
御
年
寄
は
︑
鍋
島
市
佑
・
鍋
島
隼
人
・
高
木
長
左
衛
門
が
担
当
し
て
い
る
︒
御
年
寄
の
三
人
の
家
格
は
着
座
で
あ
る
︒
着
座
と
は
藩
政
に
参
与
で
き
る
家
格
で
親
類
四
家
・
親
類
同
格
四
家
・
家
老
六
家
の
次
に
位
置
す
る
︒
幕
末
期
に
創
設
さ
れ
た
海
軍
取
調
方
の
担
当
者
は
︑
濱
野
源
六
・
池
尻
勘
太
夫
・
田
中
善
兵
衛
・
吉
浦
平
太
の
四
人
と
差
次
の
古
賀
忠
左
衛
門
を
あ
わ
せ
た
五
人
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
︒
精
錬
方
︵
嘉
永
五
年
設
置
︑
理
化
学
研
究
所
︶
に
は
︑
南
里
与
兵
衛
と
佐
野
栄
寿
左
衛
門
の
二
人
が
担
当
し
て
い
る
︒
器
械
御
取
入
方
の
記
載
も
あ
る
︒
こ
の
役
所
は
﹃
直
正
公
御
年
譜
地
取
﹄
に
よ
れ
ば
︑
﹁
器
械
取
入
方
役
局
被
相
立
ニ
付
﹂
と
あ
り
︑
万
延
元
年
二
月
二
九
日
に
設
け
ら
れ
た
役
所
で
あ
る
︒
こ
の
役
所
は
蒸
気
船
の
蒸
気
鑵
修
理
用
機
械
を
購
入
す
る
た
め
に
置
か
れ
︑
代
価
と
な
る
白
蠟
を
取
り
扱
っ
て
い
る
︒
佐
賀
藩
の
職
制
が
記
さ
れ
て
い
る
鍋
島
家
文
庫
﹃
明
細
録
抜
萃
﹄︵
鍋
３
３
２
／
６
７
︶
に
は
こ
の
役
所
の
記
載
が
な
い
︒
︻
史
料
４
︼︵﹃
文
久
元
年
役
料
帳
御
側
﹄︶︻
史
料
５
︼︵﹃
文
久
元
年
役
料
帳
外
様
﹄︶
は
外
様
と
御
側
の
両
方
の
職
制
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
の
時
期
の
佐
賀
藩
職
制
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
︒
さ
ら
に
︻
史
料
６
︼︵﹃
文
久
元
年
年
役
々
料
書
出
帳
﹄︶
を
み
る
こ
と
で
文
久
元
年
中 野 正 裕
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︵
一
八
六
一
︶
の
外
様
の
職
制
は
二
つ
の
史
料
か
ら
詳
細
に
し
る
こ
と
が
で
き
る
︒
︻
史
料
４
︼
の
差
出
人
を
み
る
と
︑
高
木
長
左
衛
門
と
鍋
島
市
佑
が
は
ず
さ
れ
︑
丹
羽
久
左
衛
門
が
加
わ
り
︑
鍋
島
隼
人
と
共
に
御
蔵
方
へ
差
し
出
し
て
い
る
︒︻
史
料
５
︼
は
差
出
人
の
具
体
的
な
名
前
は
記
さ
れ
ず
︑
御
年
寄
中
か
ら
御
蔵
方
へ
役
料
を
与
え
る
よ
う
に
差
し
出
し
て
い
る
︒︻
史
料
６
︼
は
十
二
月
に
同
様
に
差
し
出
し
て
い
る
︒
担
当
者
の
変
遷
を
み
て
い
く
と
︑
外
様
は
︻
史
料
２
︼
と
︻
史
料
５
︼
を
み
く
ら
べ
る
と
請
役
所
相
談
役
の
池
田
半
九
郎
が
辞
職
︑
ま
た
は
死
去
と
考
え
ら
れ
る
貼
紙
が
あ
り
︑
さ
ら
に
原
田
大
右
衛
門
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
文
久
元
年
以
降
に
原
田
が
就
任
し
て
い
る
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
︒
お
そ
ら
く
文
久
元
年
以
降
に
三
人
か
ら
一
時
的
に
四
人
と
な
り
︑
三
人
へ
と
人
員
の
変
遷
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
な
お
﹃
明
細
録
抜
萃
﹄
に
よ
れ
ば
請
役
所
相
談
役
は
︑
着
座
役
で
人
員
は
三
人
︑
役
料
は
三
十
八
石
ヅ
ツ
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
十
石
の
差
が
あ
る
︒
一
方
の
御
側
は
︻
史
料
３
︼
と
︻
史
料
４
︼
を
み
る
と
︑
高
木
長
左
衛
門
の
後
任
に
丹
羽
久
左
衛
門
が
就
任
し
て
い
る
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
︒
池
田
と
原
田
︑
高
木
と
丹
羽
は
侍
か
ら
着
座
へ
家
格
が
上
が
り
︑
こ
れ
ら
の
役
職
に
就
任
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒
次
に
役
所
と
役
職
の
変
遷
を
み
て
い
く
と
︑
安
政
四
年
に
記
さ
れ
て
い
た
蘭
学
寮
の
記
載
は
な
く
︑
大
庭
雪
斎
は
こ
の
と
き
好
生
館
︵
安
政
五
年
設
置
︑
前
身
は
医
学
館
︶
教
導
方
頭
取
に
就
任
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
精
錬
方
の
記
載
も
な
く
︑
佐
野
栄
寿
左
衛
門
は
濱
野
源
六
の
後
任
と
し
て
海
軍
取
調
方
に
異
動
し
︑
濱
野
源
六
は
御
側
の
長
崎
御
仕
組
役
御
備
立
役
へ
異
動
し
て
い
る
︒
【史
料
５
︼
か
ら
は
︑
文
久
元
年
の
当
役
と
御
火
術
方
の
担
当
者
は
わ
か
ら
な
い
︒
し
か
し
︻
史
料
６
︼
を
み
る
と
︑
安
房
の
後
任
に
上
総
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
上
総
と
は
武
雄
鍋
島
家
の
当
主
鍋
島
茂
昌
の
こ
と
で
あ
る
︒
茂
昌
の
父
は
︑
茂
義
で
直
正
の
姉
寵
姫
と
婚
姻
し
て
い
る
︒
茂
義
の
妹
祐
姫
は
鍋
島
敬
哉
︑
永
姫
は
鍋
島
茂
快
︑
茂
昌
の
妹
藤
姫
は
鍋
島
茂
元
に
嫁
い
で
い
る
︒
茂
昌
の
母
は
島
家
の
娘
で
あ
り
︑
茂
昌
と
島
義
勇
は
姻
戚
関
係
に
あ
る
︒
【史
料
６
︼
に
は
︻
史
料
１
︼
に
記
載
さ
れ
て
い
た
年
行
司
が
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
御
火
術
方
の
担
当
者
は
︻
史
料
１
︼
と
同
じ
倉
町
鍋
島
家
の
当
主
敬
哉
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
若
殿
様
御
附
と
恒
姫
様
御
附
に
つ
い
て
【史
料
３
︼
と
︻
史
料
４
︼
か
ら
殿
様
附
と
若
殿
様
附
と
姫
様
附
の
役
人
︵
御
側
頭
・
御
側
御
目
付
・
御
小
性
頭
・
御
醫
師
︶
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
﹃
直
正
公
御
年
譜
地
取
﹄
か
ら
文
久
元
年
の
記
事
を
み
る
と
︑
中
将
様
を
大
殿
様
︵
直
正
︶︑
御
前
様
を
大
御
前
様
︵
筆
姫
︶︑
若
殿
様
を
殿
様
︵
直
大
︶
と
称
す
る
伺
い
が
出
さ
れ
て
い
る
︒
同
年
十
二
月
七
日
に
両
殿
様
の
改
名
が
済
み
﹁
大
殿
様
御
名
閑
叟
様
︵
直
正
︶﹂︑﹁
殿
様
御
名
肥
前
守
様
︵
直
大
︶﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︻
史
料
５
︼
は
︑
い
ま
だ
殿
様
・
若
殿
様
の
記
載
が
あ
る
の
で
︑
九
月
十
八
日
か
ら
十
二
月
七
日
以
前
の
時
期
の
役
職
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
◇
若
殿
様
若
殿
様
と
は
︑
十
代
藩
主
直
正
嫡
男
淳
一
郎
︵
直
大
︶
の
こ
と
で
あ
る
︒
直
大
は
文
久
元
年
三
月
十
三
日
に
侍
従
兼
信
濃
守
を
叙
任
し
︑
十
一
月
に
家
督
を
相
続
し
︑
十
二
月
肥
前
守
に
叙
任
す
る
︒
明
治
元
年
松
平
姓
か
ら
本
氏
鍋
島
に
復
す
︒
大
正
十
年
六
月
十
八
日
に
永
田
町
の
私
邸
で
亡
く
な
る
︒
◇
恒
姫
様
恒
姫
様
と
は
︑
直
正
女
で
直
大
妹
宏
姫
の
こ
と
で
あ
る
︒
宏
姫
の
諱
は
靖
子
と
い
い
︑
嘉
永
四
年
二
月
十
七
日
生
ま
れ
︑
慶
応
三
年
十
一
月
十
五
日
に
熊
本
藩
主
細
川
護
幕末期佐賀藩の役料帳について
中 野 正 裕
53
久
に
嫁
い
で
い
る
︒
大
正
八
年
十
二
月
三
十
一
日
︑
六
十
九
歳
で
亡
く
な
る
︒
三
．
ま
と
め
に
最
後
に
関
連
す
る
史
料
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
︒
鍋
島
家
文
庫
﹃
御
親
類
御
家
老
諸
役
﹄︵
鍋
３
３
２
／
５
９
︶
は
︑
享
保
八
年
の
四
代
藩
主
鍋
島
吉
茂
か
ら
文
久
三
年
の
一
一
代
藩
主
直
大
ま
で
の
諸
役
の
担
当
者
の
変
遷
が
記
さ
れ
て
い
る
史
料
が
あ
る
︒
『御
親
類
御
家
老
諸
役
﹄
の
冒
頭
を
み
る
と
︑
佐
賀
藩
領
内
の
郡
代
︵﹁
小
城
郡
加
賀
守
﹂
な
ど
︶︑
請
役
は
美
作
︵
多
久
家
︶︑
年
行
司
は
藤
九
郎
︑
御
勝
手
方
は
弥
平
左
衛
門
︵
神
代
鍋
島
家
︶︑
御
武
具
方
は
市
正
︵
倉
町
鍋
島
家
︶︑
馬
究
は
隼
人
︵
伊
万
里
鍋
島
家
︶
と
い
っ
た
役
所
の
担
当
者
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
安
政
三
年
の
記
載
を
み
る
と
︑
勘
定
所
は
親
類
家
の
河
内
︵
白
石
・
直
暠
︶︑
請
役
・
御
仕
組
所
・
郡
方
頭
人
は
安
房
︵
須
古
・
茂
真
︶︑
年
行
司
・
宗
門
方
・
馬
究
は
播
磨
︵
太
田
・
茂
快
︶︑
御
火
術
方
頭
人
は
志
摩
︵
倉
町
・
敬
哉
︶
と
記
さ
れ
て
お
り
︻
史
料
１
︼
と
記
載
が
類
似
す
る
︒
た
だ
し
︻
史
料
１
︼
に
は
︑
勘
定
所
の
記
載
は
な
く
兼
帯
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
︒
次
に
文
久
元
年
九
月
の
記
載
を
み
る
と
︑
勘
定
所
は
河
内
︵
白
石
・
直
暠
︶︑
請
役
・
御
仕
組
所
・
郡
方
頭
人
は
上
総
︵
武
雄
・
茂
昌
︶︑
年
行
司
・
宗
門
方
・
馬
究
は
周
防
︵
坊
所
・
茂
郷
︶︑
御
火
術
方
頭
人
は
志
摩
︵
倉
町
・
敬
哉
︶
と
記
さ
れ
て
い
る
︒︻
史
料
６
︼
を
み
る
と
︑
当
役
に
上
総
︑
御
火
術
方
に
志
摩
が
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
勘
定
所
の
河
内
︑
年
行
司
・
宗
門
方
・
馬
究
の
周
防
も
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
周
防
の
記
載
が
な
い
の
は
︑
文
久
元
年
五
月
に
江
戸
御
屋
敷
都
合
頭
人
に
就
任
し
て
お
り
︑
周
防
が
出
府
し
て
い
た
た
め
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
︒
八
月
二
十
六
日
に
周
防
が
担
当
し
て
い
た
役
所
の
担
当
者
は
︑
鍋
島
志
摩
が
差
次
と
し
て
就
任
し
て
い
る
︒
凡
例一
．
文
字
は
原
本
に
従
っ
た
︒
た
だ
し
喜
・
嘉
・
森
の
異
体
字
は
常
用
に
な
お
し
た
︒
一
．
官
途
名
な
ど
に
は
︵
︶
で
家
名
・
実
名
な
ど
を
傍
註
で
付
し
た
︒
一
．
漢
字
の
繰
り
返
し
は
々
と
し
た
︒
一
．
合
字
の
よ
り
は
ひ
ら
が
な
で
表
し
た
︒
一
．
原
本
に
記
さ
れ
て
い
る
朱
点
は
省
略
し
た
︒
一
．
貼
紙
は
﹁
﹂
で
表
し
た
︒
一
．
抹
消
は
左
に
〻
を
付
け
た
︒
参
考
文
献
佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
﹃
佐
賀
県
史
中
巻
︵
近
世
篇
︶﹄
一
九
六
八
年
佐
賀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
﹃
佐
賀
市
史
第
二
巻
﹄
一
九
八
三
年
藤
野
保
編
﹃
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
一
九
八
六
年
木
原
溥
幸
﹃
幕
末
期
佐
賀
藩
の
藩
政
史
研
究
﹄
九
州
大
学
出
版
会
一
九
九
七
年
中
野
禮
四
郎
﹃
鍋
島
直
正
公
傳
﹄
侯
爵
鍋
島
家
編
纂
所
一
九
二
一
年
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
十
一
巻
・
五
編
一
巻
・
八
編
一
巻
佐
賀
県
立
図
書
館
拙
稿
﹁
幕
末
佐
賀
藩
の
職
制
に
つ
い
て
﹂﹃
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
研
究
紀
要
第
四
号
﹄
二
〇
〇
九
年
生
馬
寛
信
・
中
野
正
裕
﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
第
集
１
号
﹄
二
〇
14
〇
九
年
な
ど
付
記本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
︑
史
料
の
閲
覧
︑
掲
載
許
可
を
下
さ
れ
格
別
の
便
宜
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
︑
な
ら
び
に
そ
の
他
多
数
の
方
々
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒
︵
佐
賀
県
立
図
書
館
近
世
資
料
編
さ
ん
室
︶
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『
年
役
々
料
書
出
帳
﹄
・
﹃
役
料
帳
﹄
︵
鍋
島
報
效
会
所
蔵
佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
︶
【史料１】（表紙・冒頭・末尾）【史料２】（表紙・冒頭・末尾）【史料３】（表紙・冒頭・末尾）
【史料４】（表紙・冒頭・末尾）【史料５】（表紙・冒頭・末尾）【史料６】（表紙・冒頭・末尾）
︻
史
料
１
︼
︵
表
紙
︶
﹃
安
政
三
年
年
役
々
料
書
出
帳
﹄
但
壱
部
引
一
役
料
三
百
石
當
役安
房
︵
須
古
・
鍋
島
茂
真
︶
右
同
一
同
八
拾
石
年
行
司
播
磨
︵
太
田
・
鍋
島
茂
快
︶
右
同
一
同
百
石
御
火
術
方
志
摩
︵
倉
町
・
鍋
島
敬
哉
︶
右
同
一
同
弐
石
充
御
什
物
方
書
写
役
徳
島
九
兵
衛
高
木
彦
次
郎
但
壱
部
引
一
役
料
弐
石
充
請
役
所
書
写
役
石
井
喜
左
衛
門
鍋
島
新
助
伊
香
賀
寿
右
衛
門
大
塚
文
七
郎
藤
崎
孫
之
進
成
冨
十
郎
助
犬
塚
忠
右
衛
門
井
手
剛
右
衛
門
石
井
八
左
衛
門
西
牟
田
秀
吉
郎
三
谷
千
左
衛
門
江
口
小
右
衛
門
手
貝
進
之
允
水
町
恕
助
大
家
佐
兵
衛
中
島
源
一
郎
城
島
大
之
進
杦
町
權
兵
衛
蒲
原
嘉
右
衛
門
中
嶋
六
郎
太
夫
柴
田
良
助
大
隈
久
左
衛
門
但
壱
部
引
一
役
料
三
石
充
郡
方
附
助
役
藤
瀬
孫
太
郎
有
田
傳
藏
右
同
一
同
三
石
郡
方
附
助
役
よ
り
抱
夫
方
兼
帯
牟
田
口
代
之
助
右
同
一
同
五
石
充
学
館
都
検
石
丸
十
作
指
南
役
村
上
孫
兵
衛
北
島
兵
右
衛
門
大
塚
朝
次
郎
横
尾
龍
左
衛
門
満
岡
一
兵
衛
犬
塚
義
一
郎
中
橋
弾
之
允
迎
文
橘
下
村
忠
太
夫
東
嶋
末
次
郎
米
倉
重
兵
衛
重
松
基
右
衛
門
小
代
七
四
郎
宮
部
善
之
進
但
壱
部
引
一
役
料
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
勺
充
右
同
差
次
塚
原
左
平
太
宮
部
良
太
夫
諸
岡
杢
兵
衛
岡
山
瀧
馬
石
田
助
太
夫
深
江
俊
助
香
田
新
左
衛
門
吉
田
四
郎
左
衛
門
但
壱
部
引
一
役
料
七
石
年
行
司
宗
門
方
馬
究
方
附
役
頭
取
北
原
有
右
衛
門
右
同
一
同
五
石
充
右
同
附
役
星
野
惣
右
衛
門
中
嶋
弥
太
夫
右
同
一
同
三
石
充
御
火
術
方
助
役
伊
東
兵
左
衛
門
千
布
右
喜
太
綾
部
大
右
衛
門
高
岸
兵
次
原
三
太
夫
田
中
大
之
進
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但
壱
部
引
一
役
料
五
石
充
寺
社
方
町
方
附
役
廣
木
作
太
夫
渡
邊
惣
右
衛
門
生
野
源
蔵
右
同
一
同
七
石
充
盗
賊
改
方
抜
荷
改
方
成
松
新
兵
衛
深
江
助
右
衛
門
右
同
一
同
五
石
充
究
役石
井
清
左
衛
門
藤
本
桓
作
右
同
一
同
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
勺
充
右
同
差
次
重
松
清
次
加
賀
權
作
執
行
主
一
石
井
又
左
衛
門
相
良
寛
蔵
右
同
一
同
五
石
充
三
御
丸
御
番
諸
岡
伴
之
進
小
川
市
左
衛
門
石
井
儀
左
衛
門
綾
部
一
郎
左
衛
門
宮
崎
杢
兵
衛
副
島
五
郎
太
夫
山
崎
孫
三
郎
副
島
達
太
夫
但
壱
部
引
一
役
料
三
石
充
御
新
地
方
助
役
三
浦
丹
右
衛
門
迎
栄
之
允
弥
永
茂
右
衛
門
上
野
源
左
衛
門
右
同
一
同
三
石
充
皿
山
代
官
助
役
角
五
左
衛
門
市
武
代
官
助
役
早
田
十
助
大
渡
喜
三
太
古
賀
源
四
郎
上
佐
嘉
代
官
助
役
安
住
半
作
八
田
弥
右
衛
門
中
山
傳
太
郎
川
副
代
官
助
役
丹
羽
五
郎
助
石
井
清
八
中
島
善
九
郎
横
辺
田
代
官
助
役
藤
井
源
助
庄
島
清
五
左
衛
門
古
賀
太
右
衛
門
古
賀
太
蔵
副
島
左
源
太
於
保
弥
兵
衛
但
壱
部
引
一
役
料
弐
石
充
銀
蔵
役
石
井
平
之
允
古
川
倉
之
助
米
蔵
役
田
代
七
郎
右
衛
門
小
芦
藤
之
允
右
同
一
同
弐
石
五
斗
徒
罪
方
向
井
新
八
右
同
一
同
弐
石
取
立
方
伊
東
辰
之
助
右
同
一
同
壱
石
五
斗
充
諸
御
蔵
心
遣
福
田
兵
太
夫
中
村
勘
之
允
川
副
忠
之
允
太
田
辰
之
助
高
木
利
兵
衛
田
中
三
左
衛
門
古
瀬
十
之
允
蒲
原
傳
右
衛
門
千
布
文
左
衛
門
上
野
平
吾
但
壱
部
引
一
役
料
壱
石
五
斗
充
諸
御
蔵
番
石
井
善
太
夫
田
代
小
左
衛
門
秀
島
夘
右
衛
門
東
島
忠
兵
衛
深
町
左
兵
衛
渡
邊
兵
左
衛
門
嶋
内
丈
左
衛
門
上
野
藤
七
中
西
七
三
幕末期佐賀藩の役料帳について
中 野 正 裕
57
深
堀
作
右
衛
門
右
同
一
同
壱
石
五
斗
諫
早
御
蔵
番
牛
島
新
五
左
衛
門
右
同
一
同
弐
石
充
御
門
御
式
臺
番
牟
田
瑳
助
大
木
平
吾
陣
内
恕
助
安
岡
易
助
坂
部
久
平
芦
原
鉄
之
助
三
浦
清
兵
衛
平
本
兵
之
進
相
原
丈
之
進
中
嶋
辰
之
助
庄
島
治
兵
衛
馬
渡
千
三
郎
田
中
荘
兵
衛
藤
山
兵
蔵
白
濱
代
四
郎
綾
部
新
五
郎
堤
與
十
伊
東
助
作
古
川
三
太
左
衛
門
上
野
助
十
大
庭
助
蔵
一
番
ヶ
瀬
勘
助
村
岡
五
郎
三
郎
前
山
十
作
大
坪
助
九
郎
二
御
丸
御
門
番
成
冨
橘
之
允
福
島
佐
一
郎
辻
儀
兵
衛
宮
原
太
左
衛
門
秀
島
新
左
衛
門
岩
村
大
三
郎
大
塚
七
三
郎
馬
渡
喜
左
衛
門
増
田
七
郎
右
衛
門
野
口
愛
右
衛
門
但
壱
部
引
一
役
料
三
石
充
両
御
山
方
助
役
安
住
清
右
衛
門
野
田
善
次
山
本
助
之
允
高
楊
市
兵
衛
田
中
十
三
郎
冨
石
忠
七
石
田
武
平
大
坪
龍
太
夫
相
浦
惣
左
衛
門
香
月
三
十
相
良
平
作
右
同
一
同
壱
石
五
斗
充
組
扱倉
永
五
右
衛
門
堤
善
兵
衛
北
嶋
五
郎
太
夫
松
本
三
郎
兵
衛
島
内
五
郎
右
衛
門
兵
動
忠
太
夫
宮
冨
忠
一
郎
市
川
新
之
允
原
伊
兵
衛
市
川
五
郎
北
島
龍
右
衛
門
秀
島
嘉
右
衛
門
渋
谷
左
助
福
地
辰
助
杦
本
一
左
衛
門
石
井
作
左
衛
門
内
田
官
左
衛
門
右
之
通
︑
安
政
三
年
御
物
成
之
内
よ
り
可
被
相
渡
候
︑
以
上
辰
十
二
月
高
木
長
左
衛
門
鍋
島
隼
人
鍋
島
市
佑
⃝印
御
蔵
方
中 野 正 裕
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︻
史
料
２
︼
︵
表
紙
︶
﹃
安
政
四
年
役
料
帳
﹄
請
役
所
但
壱
部
引
一
米
弐
拾
八
石
宛
相
談
役
池
田
半
九
郎
田
中
善
右
衛
門
伊
東
次
兵
衛
右
同
一
同
九
石
附
役井
上
丈
左
衛
門
右
同
一
同
四
石
案
文
方
書
上
方
横
尾
文
吾
但
壱
部
引
一
米
三
石
別
段
御
記
録
取
立
役
吉
冨
儀
左
衛
門
右
同
一
同
四
石
充
御
仕
組
所
書
写
役
野
田
文
次
郎
宮
嶋
寿
平
白
濱
関
左
衛
門
山
崎
余
五
郎
長
崎
御
仕
組
方
御
番
方
右
同
一
同
九
石
附
役
頭
取
牟
田
口
兵
之
丞
右
同
一
同
七
石
充
附
役山
本
傳
左
衛
門
田
中
五
郎
左
衛
門
本
告
治
部
右
衛
門
久
保
六
郎
助
百
武
作
右
衛
門
右
同
一
同
四
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺
充
差
次諸
岡
伴
之
進
枝
吉
三
郎
左
衛
門
牟
田
久
左
衛
門
中
橋
頼
蔵
大
御
目
付
但
壱
部
引
一
米
三
拾
石
充
大
木
主
計
村
山
尉
右
衛
門
御
目
付
右
同
一
同
拾
石
充
成
松
新
兵
衛
相
良
源
兵
衛
南
部
大
七
濱
野
源
六
辻
小
左
衛
門
井
内
左
馬
之
允
張
玄
一
関
千
左
衛
門
渡
邊
右
馬
允
石
橋
三
右
衛
門
郡
方
但
壱
部
引
一
米
八
石
充
附
役納
冨
六
郎
左
衛
門
原
五
郎
左
衛
門
牟
田
口
利
左
衛
門
関
判
蔵
中
野
兵
右
衛
門
綾
部
四
郎
大
夫
右
同
一
同
五
石
三
斗
三
升
六
合
三
勺差
次伊
東
嘉
兵
衛
但
壱
部
引
一
米
弐
石
五
斗
抱
夫
方
大
木
傳
之
進
御
武
具
方
右
同
一
同
弐
拾
石
相
談
役
多
久
伊
織
右
同
一
同
五
石
充
附
役空
閑
九
郎
大
夫
片
岡
四
郎
兵
衛
當
分渡
邊
善
左
衛
門
御
小
物
成
所
右
同
一
同
四
石
附
役浦
忠
左
衛
門
右
同
一
同
弐
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺差
次坂
井
次
郎
兵
衛
弘
道
館
但
壱
部
引
一
米
拾
石
教
授
役
古
賀
大
一
郎
右
同
一
同
八
石
助
教
役
草
場
磋
助
幕末期佐賀藩の役料帳について
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右
同
一
同
七
石
充
学
館
御
目
付
牟
田
口
節
左
衛
門
橋
野
新
助
教
諭福
嶋
文
藏
武
冨
文
之
助
右
同
一
同
四
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺
充
差
次渡
邊
善
兵
衛
大
園
寿
兵
衛
武
術
師
範
方
但
壱
部
引
一
米
三
石
充
廣
田
長
左
衛
門
戸
田
孫
兵
衛
嶋
内
形
左
衛
門
野
田
佐
五
右
衛
門
圓
城
寺
權
助
山
口
清
左
衛
門
諸
岡
大
之
助
藤
山
治
兵
衛
白
濱
次
郎
左
衛
門
吉
村
市
郎
右
衛
門
御
境
目
方
右
同
一
同
三
石
充
野
田
又
七
福
田
大
助
御
火
術
方
但
壱
部
引
一
米
五
石
充
附
役川
瀬
孫
之
允
増
田
安
兵
衛
空
閑
右
兵
衛
宮
田
新
五
左
衛
門
池
尻
勘
太
夫
石
田
善
太
夫
秀
嶋
大
七
田
代
孫
三
郎
右
同
一
同
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
勺
充
差
次千
布
右
喜
太
綾
部
大
右
衛
門
蘭
學
寮
右
同
一
同
五
石
充
教
導
役
渋
谷
良
次
大
庭
雪
斎
勘
定
所
但
壱
部
引
一
米
五
石
附
役龜
川
新
左
衛
門
右
同
一
同
三
石
充
書
抜
役
島
定
左
衛
門
副
嶋
善
九
御
藏
方
右
同
一
同
弐
拾
石
充
頭
人中
村
彦
之
允
松
永
五
左
衛
門
右
同
一
同
六
石
充
附
役
銀
方
請
持
石
井
兵
蔵
成
冨
林
左
衛
門
中
嶋
文
作
附
役馬
渡
禮
太
夫
中
村
大
助
柴
田
和
左
衛
門
清
水
新
右
衛
門
松
尾
龍
蔵
御
石
火
矢
方
但
壱
部
引
一
米
拾
石
充
頭
人原
次
郎
兵
衛
百
武
善
右
衛
門
右
同
一
同
弐
石
五
斗
充
附
役徳
久
弥
太
夫
関
藤
太
夫
横
尾
善
太
夫
御
舩
奉
行
右
同
一
同
拾
石
石
隈
徳
太
夫
御
絵
圖
方
但
壱
部
引
一
米
三
石
充
沢
野
文
作
成
冨
權
作
右
同
一
同
弐
石
充
差
次生
嶋
龍
一
郎
宮
地
平
太
夫
吉
岡
作
左
衛
門
中 野 正 裕
60
成
冨
久
兵
衛
一
順
差
次
横
尾
英
次
御
印
藏
右
同
一
同
六
石
古
川
利
右
衛
門
御
舩
方
但
壱
部
引
一
米
三
石
古
賀
儀
助
諸
整
方
右
同
一
同
三
石
藤
崎
五
左
衛
門
修
理
方
役
右
同
一
同
弐
石
五
斗
竹
下
文
吉
郎
右
同
一
同
壱
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺
充
差
次松
永
文
平
宇
野
忠
右
衛
門
検
者
方
右
同
一
同
五
石
充
満
岡
長
右
衛
門
横
尾
神
左
衛
門
一
順松
岡
傳
藏
郷
普
請
方
但
壱
部
引
一
米
弐
石
五
斗
充
小
森
覚
右
衛
門
今
泉
弥
太
夫
右
同
一
同
壱
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺
充
一
順
差
次
石
井
喜
右
衛
門
八
戸
彦
兵
衛
献
米
方
其
外
右
同
一
同
三
石
松
本
文
藏
右
同
一
同
弐
石
一
順
差
次
丹
羽
與
左
衛
門
諸
番
所
詰
但
壱
部
引
一
米
弐
石
充
千
栗山
本
達
助
豆
津赤
司
三
郎
左
衛
門
市
場田
中
九
左
衛
門
石
塚小
林
傳
平
早
津
江
斐
善
太
夫
佐
嘉
江
石
井
六
郎
兵
衛
今
津今
泉
傳
兵
衛
栁
鶴辻
寛
一
郎
深
通山
村
忠
左
衛
門
深
浦高
岸
平
兵
衛
有
田
新
村
石
井
五
郎
太
夫
原
明久
保
良
作
楠
久副
島
新
右
衛
門
伊
万
里
石
丸
六
兵
衛
池
峠米
倉
清
右
衛
門
桃
川太
田
惣
太
夫
椎
場石
井
傳
右
衛
門
轟
木
上
使
屋
敷
副
嶋
彦
之
允
神
崎
右
同
深
川
藤
蔵
中
古
賀
御
薬
蔵
番
萩
原
和
喜
太
餅
田
右
同
松
田
權
太
夫
袋
右
同
福
井
甚
兵
衛
三
重
津
御
舩
蔵
番
徳
久
半
之
允
今
津
御
舩
蔵
番
中
橋
勘
兵
衛
伊
万
里
楠
久
右
同
林
權
蔵
右
之
通
︑
安
政
四
年
御
物
成
之
内
よ
り
可
被
相
渡
幕末期佐賀藩の役料帳について
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候
︑
以
上巳
九
月
高
木
長
左
衛
門
鍋
嶋
隼
人
⃝印
鍋
嶋
市
佑
御
蔵
方
︻
史
料
３
︼
︵
表
紙
︶
﹃
萬
延
元
年
御
側
役
料
帳
︵
朱
書
︶
廿
一
番
﹄
御
年
寄
一
米
四
拾
石
充
︵
納
富
・
保
脩
︑
後
夏
雲
︶
鍋
嶋
市
佑
︵
伊
万
里
・
直
房
︶
鍋
嶋
隼
人
高
木
長
左
衛
門
御
側
頭
一
米
拾
弐
石
充
原
田
小
四
郎
井
上
丈
左
衛
門
石
隈
徳
太
夫
徳
永
傳
之
助
御
側
御
目
付
一
同
拾
石
本
嶋
藤
太
夫
御
進
物
役
一
同
九
石
充
倉
町
左
傳
次
増
田
忠
八
郎
御
進
物
方
御
記
録
役
一
米
四
石
山
崎
左
忠
太
御
小
姓
頭
一
同
七
石
充
古
川
與
一
横
山
平
兵
衛
千
住
大
之
助
御
駕
籠
心
遣
一
同
七
石
充
倉
永
仁
太
夫
諸
熊
義
左
衛
門
高
木
勘
兵
衛
星
野
惣
右
衛
門
一
米
四
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺差
次満
岡
權
太
夫
御
備
立
役
一
同
弐
拾
石
丹
羽
久
左
衛
門
御
側
長
崎
御
仕
組
役
御
備
立
役
一
同
七
石
充
横
尾
次
郎
右
衛
門
久
保
六
郎
助
牟
田
二
右
衛
門
一
米
四
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺差
次石
井
小
介
海
軍
取
調
方
一
同
五
石
充
濱
野
源
六
池
尻
勘
太
夫
田
中
善
兵
衛
吉
浦
平
太
一
同
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
勺
中 野 正 裕
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差
次古
賀
忠
左
衛
門
御
什
物
役
御
道
具
役
一
米
五
石
充
百
嶋
嘉
右
衛
門
南
里
傳
作
枝
吉
杢
助
御
什
物
役
相
良
宗
左
衛
門
真
崎
五
郎
七
御
馬
方
一
同
四
石
石
井
太
左
衛
門
御
鉄
炮
方
御
狩
方
一
米
四
石
永
渕
嘉
兵
衛
御
右
筆
一
同
三
石
五
斗
充
坂
田
平
之
允
久
冨
三
太
夫
坂
井
清
左
衛
門
田
尻
善
五
左
衛
門
中
嶋
善
九
郎
御
懸
硯
方
一
同
五
石
役
内
御
目
付
執
行
兵
次
一
同
五
石
充
成
冨
林
左
衛
門
片
岡
利
左
衛
門
真
崎
權
左
衛
門
帳
究
役
一
米
四
石
坂
本
六
兵
衛
一
同
弐
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺差
次岩
瀬
嘉
右
衛
門
御
小
姓
一
同
五
石
充
片
山
傳
七
秀
嶋
廣
司
六
角
喜
左
衛
門
堤
辰
十
郎
野
田
祭
四
郎
早
田
十
助
田
代
兵
助
本
嶋
喜
八
郎
大
庭
助
蔵
詰
番
外
御
小
姓
一
米
四
石
充
野
邊
田
剛
四
郎
中
川
貫
之
允
石
井
小
源
太
高
楊
市
兵
衛
馬
渡
七
太
夫
横
尾
勘
介
成
冨
弥
兵
衛
田
中
大
之
進
伊
東
辰
之
助
両
御
山
方
一
米
五
石
役
内
御
目
付
吉
岡
大
助
一
同
五
石
充
下
村
三
郎
左
衛
門
小
野
文
左
衛
門
元〆
方
一
同
六
石
充
中
山
二
兵
衛
松
村
一
兵
衛
御
絵
圖
役
一
米
三
石
池
田
平
太
夫
石
井
小
三
次
一
同
弐
石
充
差
次志
波
太
兵
衛
田
原
源
左
衛
門
副
嶋
十
郎
助
江
口
市
郎
右
衛
門
永
田
太
右
衛
門
坂
井
助
之
丞
副
嶋
八
右
衛
門
太
田
相
介
村
嶋
喜
兵
衛
平
尾
吉
左
衛
門
江
副
甚
右
衛
門
伊
東
八
郎
石
井
藤
五
左
衛
門
器
械
御
取
入
方
一
米
四
石
充
林
清
左
衛
門
幕末期佐賀藩の役料帳について
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服
部
善
左
衛
門
精
(煉
)
練
方
一
同
三
石
充
南
里
與
兵
衛
佐
野
栄
寿
左
衛
門
水
ヶ
江
御
茶
屋
番
一
米
壱
石
五
斗
小
森
大
七
欄
干
御
茶
屋
番
一
同
弐
石
田
中
三
左
衛
門
神
野
御
茶
屋
番
一
同
壱
石
五
斗
堤
寶
左
衛
門
御
醫
師
一
同
三
石
充
林
梅
馥
牧
春
堂
野
口
文
郁
大
石
良
英
嶋
田
南
嶺
松
尾
栄
仙
御
茶
道
頭
一
米
四
石
充
村
嶋
雪
川
伊
東
春
洋
薮
内
元
佐
御
廣
式
一
同
九
石
心
遣陣
内
幸
右
衛
門
一
同
三
石
充
御
廣
式
番
河
内
軍
右
衛
門
石
井
彦
蔵
福
岡
清
兵
衛
大
隈
久
左
衛
門
一
米
弐
石
充
御
醫
師
池
田
玄
瑞
高
木
元
仲
池
田
栄
庵
西
牟
田
玄
才
聖
堂
一
同
弐
石
充
御
書
物
役
川
崎
寛
蔵
古
賀
精
蔵
但
半
ヶ
年
勤
ニ
付
半
渡
一
同
弐
石
充
虫
干
役
宮
冨
浅
之
允
永
田
十
郎
助
(後
鍋
島
直
大
)
若
殿
様
御
附
一
米
八
石
御
側
御
目
付
香
田
新
蔵
一
同
五
石
充
頭
取張
玄
一
八
並
次
郎
助
山
口
栄
四
郎
一
同
四
石
充
石
井
官
兵
衛
原
田
左
平
次
川
原
善
左
衛
門
犬
塚
文
十
郎
中
山
平
四
郎
田
中
喜
十
郎
堤
平
次
郎
古
川
新
介
深
川
龍
之
助
石
隈
小
太
郎
一
米
三
石
充
御
醫
師
相
良
栁
庵
宮
田
魯
斎
渋
谷
良
次
永
松
玄
洋
(鍋
島
直
正
女
宏
)
恒
姫
様
御
附
一
同
三
石
充
秀
嶋
儀
左
衛
門
成
冨
權
作
副
嶋
達
太
夫
斎
藤
十
三
郎
一
米
弐
石
御
醫
師
高
木
元
哲
右
之
通
︑
萬
延
元
年
御
物
成
之
内
よ
り
可
被
相
渡
候
︑
以
上
高
木
長
左
衛
門
鍋
嶋
隼
人
⃝印
御
蔵
方
中 野 正 裕
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︻
史
料
４
︼
︵
表
紙
︶
﹃
文
久
元
年
御
側
役
料
帳
﹄
御
年
寄
一
米
四
拾
石
充
鍋
嶋
市
佑
鍋
嶋
隼
人
丹
羽
久
左
衛
門
御
側
頭
一
米
拾
弐
石
充
原
田
小
四
郎
井
上
丈
左
衛
門
石
隈
徳
太
夫
徳
永
傳
之
助
横
尾
次
郎
右
衛
門
御
側
御
目
附
一
同
拾
石
本
嶋
藤
太
夫
御
進
物
役
一
同
九
石
充
倉
町
左
傳
次
増
田
忠
八
郎
御
進
物
方
御
記
録
役
一
米
四
石
山
崎
左
忠
太
御
小
性
頭
一
同
七
石
充
古
川
與
一
横
山
平
兵
衛
千
住
大
之
助
御
駕
籠
心
遣
一
同
七
石
充
倉
永
仁
太
夫
諸
熊
義
左
衛
門
高
木
勘
兵
衛
星
野
惣
右
衛
門
一
同
四
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺差
次満
岡
權
太
夫
御
側
長
崎
御
仕
組
役
御
備
立
役
一
米
七
石
充
久
保
六
郎
助
濱
野
源
六
牟
田
二
右
衛
門
石
井
小
介
一
同
四
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺差
次古
賀
忠
左
衛
門
海
軍
取
調
方
一
同
五
石
充
池
尻
勘
太
夫
佐
野
栄
寿
左
衛
門
田
中
善
兵
衛
吉
浦
平
太
御
什
物
役
御
道
具
役
一
米
五
石
充
百
嶋
嘉
右
衛
門
南
里
傳
作
枝
吉
木
工
助
御
什
物
役
相
良
宗
左
衛
門
真
崎
五
郎
七
一
同
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
勺御
什
物
役
御
道
具
役
差
次
福
田
大
介
御
馬
方
一
同
四
石
石
井
太
左
衛
門
一
同
弐
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺差
次秀
嶋
夘
右
衛
門
御
鉄
炮
方
御
狩
方
一
米
四
石
永
渕
嘉
兵
衛
御
右
筆
案
文
役
一
同
四
石
大
石
又
蔵
御
右
筆
一
同
三
石
五
斗
充
坂
田
平
之
允
石
橋
嘉
源
太
久
冨
三
太
夫
冨
岡
十
蔵
坂
井
清
左
衛
門
田
尻
善
五
左
衛
門
中
嶋
善
九
郎
山
田
神
吾
平
方
猪
兵
衛
御
懸
硯
方
幕末期佐賀藩の役料帳について
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一
米
五
石
﹁
﹂
役
内
御
目
付
執
行
兵
次
一
同
五
石
充
成
冨
林
左
衛
門
南
里
与
兵
衛
片
岡
利
左
衛
門
帳
究
役
一
同
四
石
坂
本
六
兵
衛
一
同
弐
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺差
次岩
瀬
嘉
右
衛
門
御
小
性
一
米
五
石
充
片
山
傳
七
秀
嶋
廣
司
六
角
喜
左
衛
門
野
田
祭
四
郎
早
田
十
助
田
代
兵
介
本
嶋
喜
八
郎
大
庭
助
蔵
中
野
助
太
郎
廣
渡
達
之
進
光
村
寛
六
嶋
内
栄
之
助
詰
番
外
御
小
性
一
同
四
石
充
野
邊
田
剛
四
郎
石
井
小
源
太
高
楊
市
兵
衛
横
尾
勘
介
成
冨
弥
兵
衛
伊
東
辰
之
助
田
中
大
之
進
名
尾
定
馬
河
内
覚
助
陣
内
十
蔵
両
御
山
方
一
同
五
石
役
内
御
目
附
吉
岡
大
助
一
同
五
石
充
廣
木
作
太
夫
安
住
清
右
衛
門
元〆
方
一
米
六
石
充
中
山
二
兵
衛
松
村
一
兵
衛
小
野
文
左
衛
門
松
永
文
平
御
絵
圖
方
一
同
三
石
充
池
田
平
太
夫
石
井
小
三
次
一
同
弐
石
充
差
次志
波
太
兵
衛
田
原
源
左
衛
門
副
嶋
十
郎
助
江
口
市
郎
右
衛
門
永
田
太
右
衛
門
坂
井
助
之
丞
副
嶋
八
右
衛
門
太
田
相
助
﹁
村
嶋
喜
兵
衛
平
尾
吉
左
衛
門
江
副
甚
右
衛
門
﹂
伊
東
八
郎
石
井
藤
五
左
衛
門
高
取
次
郎
太
郎
斎
藤
用
之
助
大
木
傳
光
安
半
作
大
城
夘
右
衛
門
器
械
御
取
入
方
一
米同〻
四
石
充
林
清
左
衛
門
服
部
善
左
衛
門
欄
干
御
茶
屋
番
一
同
弐
石
田
中
三
左
衛
門
神
野
御
茶
屋
番
一
米
壱
石
五
斗
堤
宝
左
衛
門
御
醫
師
一
同
三
石
充
林
梅
馥
牧
春
堂
野
口
文
郁
中 野 正 裕
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大
石
良
英
松
尾
栄
仙
一
同
弐
石
充
差
次松
隈
元
南
城
嶋
淡
堂
御
側
詰
醫
一
米
弐
石
充
朝
日
楊
庵
大
中
春
良
三
田
道
筑
嶋
田
東
洋
田
原
文
哉
御
茶
道
頭
一
同
四
石
充
村
嶋
雪
川
伊
東
春
洋
楠
田
知
才
御
廣
式
一
同
九
石
心
遣陣
内
幸
右
衛
門
一
米
三
石
充
御
廣
式
番
河
内
軍
右
衛
門
石
井
彦
蔵
福
岡
清
兵
衛
大
隈
久
兵
衛
一
同
弐
石
充
御
醫
師
高
木
元
仲
池
田
栄
庵
西
牟
田
玄
才
聖
堂
一
同
弐
石
充
聖
堂
番
実重〻
松
五
郎
御
書
物
役
古
賀
精
蔵
相
原
丈
之
進
但
半
ヶ
年
勤
ニ
付
半
渡
一
同
弐
石
充
虫
干
役
宮
冨
浅
之
允
永
田
十
郎
助
(後
鍋
島
直
大
)
若
殿
様
御
附
一
米
拾
壱
石
御
側
頭
成
冨
作
兵
衛
一
同
九
石
御
側
御
目
附
香
田
新
蔵
一
同
六
石
充
御
小
性
頭
張
玄
一
山
口
栄
四
郎
一
同
四
石
差
次石
井
官
兵
衛
一
同
四
石
五
斗
充
御
小
性
原
田
左
平
次
川
原
善
左
衛
門
犬
塚
文
十
郎
中
山
平
四
郎
田
中
喜
十
郎
堤
平
次
郎
古
川
新
﹁
介
﹂
深
川
龍
之
助
石
隈
小
太
郎
堤
辰
十
郎
一
米
五
石
元〆
方
井
上
善
兵
衛
一
同
弐
石
五
斗
充
御
醫
師
高
木
玄
堂
高
田
魯
斎
相
良
栁
庵
渋
谷
良
次
(直
正
女
宏
)
恒
姫
様
御
附
一
同
三
石
宛
秀
嶋
儀
左
衛
門
成
冨
利
左
衛
門
副
嶋
一
左
衛
門
斎
藤
十
三
郎
一
米
弐
石
充
御
醫
師
高
木
玄
哲
上
村
春
庵
右
之
通
︑
文
久
元
年
御
物
成
之
内
よ
り
可
被
相
渡
候
︑
以
上
酉
九
月
丹
羽
久
左
衛
門
鍋
嶋
隼
人
九
月
十
八
日
御
蔵
方
使
勝
平
受
取
古
川
利
左
衛
門
幕末期佐賀藩の役料帳について
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︻
史
料
５
︼
︵
表
紙
︶
﹃
文
久
元
年
外
様
役
料
帳
﹄
請
役
所
一
米
弐
拾
八
石
充
相
談
役
原
田
大
右
衛
門
﹁
﹂
田
中
善
右
衛
門
伊
東
次
兵
衛
一
米
九
石
充
附
役深
江
助
右
衛
門
平
田
助
太
夫
一
同
四
石
充
案
文
方
書
上
方
﹁
﹂
宮
嶋
寿
平
﹁
愛
野
忠
四
郎
﹂
一
同
四
石
｢御
記
録
方
満
岡
一
兵
衛
﹂
一
同
三
石
﹁
﹂
案
文
方
別
段
記
録
取
立
役
野
口
栄
次
郎
一
米
四
石
充
御
仕
組
所
書
写
役
今
泉
傳
兵
衛
杦
町
權
兵
衛
長
崎
御
仕
組
方
御
番
方
一
同
弐
拾
石
相
談
役
中
野
数
馬
一
同
七
石
充
附
役田
中
五
郎
左
衛
門
山
本
傳
左
衛
門
枝
吉
三
郎
左
衛
門
本
告
治
部
右
衛
門
﹁
﹂
牟
田
久
左
衛
門
一
米
四
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺
充
右〻
同〻
差
次
松
永
夘
右
衛
門
洪
助
之
進
鐘
ヶ
江
次
郎
兵
衛
嘉
村
治
兵
衛
大
御
目
付
一
同
三
拾
石
宛
納
冨
又
次
郎
村
山
尉
右
衛
門
御
目
付
一
同
拾
石
充
﹁
諸
岡
彦
右
衛
門
杦
本
兵
力
﹂
北
原
有
右
衛
門
石
橋
三
右
衛
門
﹁
野
田
清
右
衛
門
石
井
六
郎
左
衛
門
辻
小
左
衛
門
重
松
清
次
関
千
左
衛
門
﹂
渡
邊
﹁
善
太
夫
﹂
中
嶋
弥
大
夫
執
行
主
一
橋
野
新
助
郡
方
一
米同〻
九
石
附
役
頭
取
生
野
孫
右
衛
門
一
同
八
石
充
附
役羽
室
雷
助
沢
野
源
左
衛
門
﹁
藤
本
桓
作
原
五
郎
左
衛
門
百
武
作
右
衛
門
柴
田
和
左
衛
門
﹂
一
米
五
石
三
斗
三
升
三
合
三
勺差
次津
田
三
郎
左
衛
門
御
武
具
方
一
同
弐
拾
石
相
談
役
坂
部
又
右
衛
門
一
同
五
石
充
附
役空
閑
九
郎
大
夫
伊
東
嘉
兵
衛
﹁
渡
﹂
邊
善
左
衛
門
御
小
物
成
所
中 野 正 裕
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一
米
四
石
充
附
役直
塚
良
助
浦
忠
左
衛
門
坂
井
次
郎
兵
衛
弘
道
館
一
同
八
石
｢
助
教井
内
左
馬
之
允
﹂
一
同
七
石
充
学
館
御
目
付
深
堀
又
太
郎
﹁
重
松
基
右
衛
門
﹂
一
同
七
石
充
｢教
諭佐
々
木
宇
右
衛
門
﹂
大
園
寿
兵
衛
武
冨
文
之
助
一
米
四
石
六
斗
六
升
六
﹁
合
六
勺
充
差
次
﹂
渡
邊
善
兵
衛
前
山
清
一
郎
一
同
五
石
大
野
原
文
武
心
遣
久
保
良
作
御
境
目
方
一
同
三
石
充
﹁
下
村
三
郎
右
衛
門
北
嶋
奥
左
衛
門
﹂
御
火
術
方
一
同
弐
拾
石
相
談
役
執
行
﹁
玄
蕃
﹂
一
米
七
石
充
｢御
目
付
牧
又
蔵
中
川
貫
之
允
﹂
一
同
五
石
充
附
役川
瀬
孫
之
允
増
田
安
兵
衛
空
閑
右
兵
衛
宮
田
新
五
左
衛
門
石
田
善
太
夫
千
布
六
兵
衛
綾
部
大
右
衛
門
諸
岡
大
之
助
秀
嶋
大
七
好
生
館
一
同
﹁
八
石
﹂
教
導
方
頭
取
大
庭
雪
斎
勘
定
所
一
米
五
石
附
役龜
川
新
左
衛
門
一
同
三
石
充
書
抜
役
嶋
定
左
衛
門
副
嶋
善
九
杦
町
官
大
夫
御
蔵
方
一
同
弐
拾
石
﹁
頭
人松
永
五
左
衛
門
一
同
拾
石
立
會
役
成
松
新
兵
衛
一
同
九
石
附
役
銀
方
頭
取
久
米
次
左
衛
門
一
同
六
石
充
附
役
銀
方
請
持
関
判
蔵
中
溝
東
左
衛
門
一
米
六
石
充
附
役牟
田
口
利
左
衛
門
中
村
大
助
八
戸
彦
兵
衛
清
水
新
右
衛
門
古
川
利
右
衛
門
一
四
石
充
右〻
同〻
差
次
石
丸
嘉
右
衛
門
原
口
太
兵
衛
﹂
御
石
火
矢
方
一
同
拾
石
充
頭
人原
次
郎
兵
衛
百
武
善
右
衛
門
一
同
弐
石
五
斗
充
附
役徳
久
弥
太
夫
関
藤
太
夫
横
尾
善
太
夫
御
絵
圖
方
一
米
三
石
充
生
嶋
龍
一
郎
沢
野
文
作
一
同
弐
石
充
差
次堤
新
之
允
石
井
﹁
清
兵
衛
﹂
西
山
幸
七
幕末期佐賀藩の役料帳について
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多
伊
良
三
左
衛
門
吉
岡
作
左
衛
門
﹁
原
新
兵
衛
成
冨
久
兵
衛
﹂
御
舩
方
一
米
三
石
充
今
泉
弥
大
夫
中
西
七
三
丹
羽
五
郎
助
修
理
方
役
一
同
弐
石
五
斗
充
竹
下
文
吉
郎
小
森
清
左
衛
門
一
同
壱
石
八
斗
六
﹁
升
六
合
六
勺
差
次
﹂
宇
野
忠
右
衛
門
検
者
方
一
同
五
石
充
丹
羽
與
左
衛
門
横
尾
神
左
衛
門
村
岡
寛
蔵
﹁
﹂
郷
普
請
方
一
同
弐
石
五
斗
充
小
森
覚
右
衛
門
石
井
喜
右
衛
門
一
同
壱
石
六
斗
六
升
六
合
六
勺差
次安
住
半
作
抱
夫
方
一
同
弐
石
五
斗
大
木
次
右
衛
門
献
米
方
其
外
一
米
三
石
充
松
本
文
蔵
深
町
文
八
諸
番
所
詰
一
同
弐
石
充
轟
木原
三
大
夫
千
栗千
住
久
左
衛
門
豆
津赤
司
三
郎
左
衛
門
市
場下
村
大
助
石
塚北
嶋
兵
左
衛
門
早
津
江
野
田
善
大
夫
佐
嘉
江
石
井
九
郎
右
衛
門
今
津白
濱
関
左
衛
門
栁
靏入
江
善
大
夫
﹁
﹂
深
堀岡
本
安
右
衛
門
有
田
新
村
秀
嶋
新
左
衛
門
原
明増
田
宗
右
衛
門
楠
久藤
崎
孫
之
進
伊
万
里
成
冨
新
左
衛
門
池
峠野
口
愛
右
衛
門
桃
川光
増
治
兵
衛
｢椎
場香
田
新
八
轟
木
上
屋
番
副
嶋
彦
之
允
神
崎山
中
四
郎
三
﹂
﹁
﹂
中
古
賀
薬
蔵
番
萩
原
藤
左
衛
門
餅
田
右
同
松
田
權
大
夫
袋
右
同
福
井
甚
兵
衛
三
重
津
御
船
蔵
番
長
沼
源
作
今
津
右
同
梅
崎
龍
八
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伊
万
里
楠
久
右
同
川
瀬
寛
左
衛
門
右
之
通
︑
文
久
元
年
御
物
成
之
内
よ
り
可
被
相
渡
候
︑
以
上酉
九
月
未
御
年
寄
中
九
月
十
八
日
御
蔵
方
使
勝
平
受
取
古
川
利
右
衛
門
︻
史
料
６
︼
︵
表
紙
︶
﹃
文
久
元
年
年
役
々
料
書
出
帳
﹄
一
役
料
三
百
石
當
役上
総
︵
武
雄
・
鍋
嶋
茂
昌
︶
一
同
百
石
御
火
術
方
志
摩
︵
倉
町
・
鍋
島
敬
哉
︶
一
同
弐
石
御
什
物
方
書
写
役
よ
り
一
順
御
什
物
役
兼
帯
徳
嶋
九
兵
衛
一
同
弐
石
御
什
物
方
書
写
役
堤
久
之
允
一
役
料
弐
石
充
請
役
所
書
写
役
北
原
彦
四
郎
山
口
六
太
夫
大
石
小
助
成
冨
十
郎
助
江
口
十
蔵
中
嶋
祐
右
衛
門
岩
松
俊
平
藤
本
千
八
蒲
原
嘉
右
衛
門
野
口
武
左
衛
門
川
原
新
平
前
山
庄
左
衛
門
田
雑
源
六
池
田
喜
左
衛
門
竹
野
喜
傳
太
空
閑
小
左
衛
門
柴
田
良
助
田
村
幹
之
助
須
古
市
兵
衛
山
口
五
郎
助
松
村
嘉
平
次
村
山
綱
一
郎
一
番
ヶ
瀬
勘
助
中
嶋
源
一
郎
一
役
料
五
石
充
学
館
都
検
向
井
次
郎
作
小
代
七
四
郎
指
南
役
村
上
孫
兵
衛
犬
塚
儀
一
郎
中
橋
弾
之
允
迎
文
橘
宮
部
良
太
夫
下
村
忠
太
夫
塚
原
左
平
太
東
嶋
末
次
郎
宮
部
善
之
進
石
田
助
太
夫
副
嶋
次
郎
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木
原
儀
四
郎
小
森
二
左
衛
門
蒲
原
權
太
夫
中
野
逸
作
副
嶋
謙
助
馬
渡
清
吉
郎
高
木
文
六
大
木
民
平
池
田
文
八
郎
一
役
料
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
勺
充
指
南
役
差
次
福
嶋
佐
一
郎
石
井
健
一
石
井
龍
右
衛
門
中
隈
大
四
郎
野
田
一
之
進
恩
田
義
十
香
田
新
左
衛
門
横
田
誠
太
郎
佐
野
又
四
郎
村
嶋
辰
之
助
一
役
料
五
石
充
年
行
司
宗
門
方
馬
究
方
附
役
納
冨
六
郎
左
衛
門
高
木
新
兵
衛
一
同
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
勺
右
同
差
次
牟
田
口
久
兵
衛
一
同
三
石
充
御
火
術
方
助
役
武
雄
左
平
太
川
瀬
又
七
郎
伊
東
兵
左
衛
門
馬
渡
又
兵
衛
松
永
寿
一
郎
江
口
十
郎
左
衛
門
岡
鹿
之
助
秀
嶋
轉
田
中
源
右
衛
門
田
口
忠
蔵
秀
嶋
傳
之
進
平
方
治
三
太
田
原
左
源
次
倉
永
藤
太
夫
村
山
又
兵
衛
一
役
料
四
石
充
蘭
学
寮
々
監
相
良
平
作
右
同
指
南
役
大
隈
八
太
郎
副
嶋
要
作
堤
喜
六
小
森
喜
一
郎
一
役
料
五
石
好
生
館
附
役
野
口
平
六
一
同
三
石
右
同
指
南
役
楢
林
蒼
寿
一
同
五
石
充
寺
社
方
町
方
附
役
藤
瀬
孫
太
郎
渡
邊
惣
右
衛
門
一
同
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
勺
充
右
同
差
次
田
中
禮
太
郎
野
田
平
兵
衛
一
同
七
石
充
盗
賊
改
方
抜
荷
改
方
石
井
清
左
衛
門
加
賀
權
作
一
同
五
石
充
究
役伊
東
精
介
石
井
又
左
衛
門
一
役
料
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
勺
充
究
役
差
次
井
原
八
郎
左
衛
門
石
井
雄
左
衛
門
井
上
作
左
衛
門
石
井
平
九
郎
下
村
源
六
一
同
五
石
充
三
御
丸
御
番
中
嶋
弥
次
兵
衛
関
儀
左
衛
門
福
地
助
之
允
志
波
喜
左
衛
門
副
嶋
三
郎
兵
衛
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水
町
夘
右
衛
門
馬
渡
三
右
衛
門
下
村
安
左
衛
門
諸
岡
作
太
夫
長
尾
市
之
進
秀
嶋
善
次
郎
田
原
源
兵
衛
野
田
勘
兵
衛
大
塚
文
七
郎
長
森
喜
右
衛
門
一
役
料
三
石
充
皿
山
代
官
助
役
古
賀
源
四
郎
庄
嶋
清
五
左
衛
門
一
同
三
石
充
諫
早
代
官
助
役
江
口
九
郎
助
伊
東
源
左
衛
門
一
役
料
三
石
充
横
邊
田
代
官
助
役
藤
崎
源
右
衛
門
福
地
彦
太
郎
大
木
平
吾
三
ヶ
嶋
又
右
衛
門
空
閑
次
郎
八
一
同
三
石
充
市
武
代
官
助
役
川
浪
吉
之
允
宮
地
平
太
夫
木
下
源
吾
深
江
平
兵
衛
岡
山
瀧
馬
原
口
重
蔵
石
井
清
八
一
役
料
三
石
充
川
副
代
官
助
役
市
川
彦
吉
米
倉
重
兵
衛
永
渕
宗
一
郎
諸
岡
杢
兵
衛
綾
部
新
五
郎
一
同
三
石
充
上
佐
嘉
代
官
助
役
石
尾
左
源
太
馬
渡
禮
助
古
賀
太
藏
今
泉
十
郎
一
同
弐
石
充
銀
蔵
役
牟
田
文
之
助
森
大
之
允
米
蔵
役
千
布
文
左
衛
門
石
井
嘉
藏
一
役
料
弐
石
五
斗
徒
罪
方
野
田
善
次
一
同
弐
石
取
立
方
渡
邊
兵
左
衛
門
一
同
壱
石
五
斗
充
諸
御
蔵
心
遣
石
丸
六
郎
重
松
朝
之
允
杦
(朱
字
)
町
七
郎
﹁
左
衛
門
﹂
兵
衛
〻
〻
高
木
利
兵
衛
宮
永
二
左
衛
門
安
住
石
之
助
千
々
岩
六
右
衛
門
馬
渡
千
三
郎
田
中
荘
兵
衛
太
田
辰
之
助
一
役
料
壱
石
五
斗
充
諸
御
蔵
番
徳
久
半
之
允
堤
才
四
郎
古
瀬
十
之
允
深
堀
作
右
衛
門
石
井
八
左
衛
門
吉
田
市
郎
三
谷
千
左
衛
門
小
林
逸
藏
石
井
久
左
衛
門
野
中
龍
作
藤
山
治
兵
衛
一
役
料
壱
石
五
斗
充
諫
早
御
蔵
番
増
田
七
郎
右
衛
門
一
同
弐
石
充
御
門
御
式
臺
番
深
町
左
兵
衛
多
々
良
貞
右
衛
門
水
町
恕
助
小
川
壮
内
江
頭
孫
太
夫
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中 野 正 裕
73
福
田
大
之
助
小
森
久
太
郎
高
嶋
治
右
衛
門
秀
嶋
熊
之
允
古
賀
孫
之
進
馬
渡
喜
左
衛
門
廣
木
健
蔵
中
嶋
芳
作
中
溝
龜
次
郎
百
武
猪
之
助
中
村
安
之
允
林
恵
吉
郎
宮
冨
淺
之
允
深
川
源
之
助
下
村
乕
之
助
立
川
千
兵
衛
北
嶋
乕
之
助
林
兵
之
助
一
役
料
弐
石
充
検
者
役
堤
與
十
於
保
弥
兵
衛
一
役
料
三
石
充
海
軍
取
調
方
助
役
増
田
孫
作
沢
野
乕
六
郎
原
元
一
郎
真
木
安
左
衛
門
秀
嶋
藤
之
助
増
田
左
馬
進
中
牟
田
倉
之
助
小
川
剛
一
郎
馬
渡
八
郎
一
同
三
石
充
御
新
地
方
助
役
三
浦
丹
右
衛
門
迎
栄
之
允
古
賀
太
右
衛
門
一
役
料
三
石
充
両
御
山
方
助
役
田
中
善
左
衛
門
冨
石
忠
七
大
坪
龍
太
夫
相
浦
惣
左
衛
門
江
副
寛
次
千
貝
新
之
允
高
岸
兵
次
成
冨
半
助
中
山
傳
太
郎
石
隈
兵
之
助
一
同
壱
石
五
斗
充
与
扱大
木
傳
之
進
小
森
善
之
允
北
嶋
五
郎
太
夫
松
田
源
右
衛
門
嶋
内
五
郎
右
衛
門
兵
動
忠
太
夫
宮
冨
忠
一
郎
石
田
利
兵
衛
石
田
武
平
岩
村
大
三
郎
北
嶋
龍
右
衛
門
金
丸
清
右
衛
門
渋
谷
左
助
福
地
辰
助
杦
本
一
左
衛
門
石
井
作
左
衛
門
執
行
孫
八
右
之
通
︑
文
久
元
年
御
物
成
之
内
よ
り
可
被
相
渡
候
︑
以
上
酉
十
二
月
御
年
寄
中
十
七
日
御
蔵
方
請
取
古
川
利
左
衛
門
使
右
兵
衛
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